
　２００７年１０月２７日、ルイス・クラレット先生をお招きして、

日本チェロ協会主催公開マスタークラスを開催いたしま

した。２００７年春にオープンしました東京ミッドタウン内

のサントリー美術館６Ｆホールでは初めてのマスターク

ラス開催となりました。

　クラレット先生は、受講者の方の身体の特徴を捉え、

受講者皆様それぞれに対する身体の使い方、力の抜き方

に関することなどを、先生ご自身の身体や身振り・手振

りを使ってのご指導となりました。時折冗談をまじえな

がらのご指導に、会場は緊張感を持ちつつも和やかな雰

囲気に包まれての進行となりました。

　マスタークラス終了時には、ご自分の指導は沢山の

チェリストがいろいろな方法で演奏し、教えていらっ

しゃる中の一つでしかないこと、その教えの中から自分

に合った良い演奏方法を選び、吸収していくとよい、と

いうお言葉を下さいました。

　先生の熱心なご指導に受講者の方はもちろん聴講の皆

様も、休憩なしにも関わらず、真剣に聞き入っていらっ

しゃいました。

　当日は台風のために生憎のお天気となってしまいまし

たが、多くの方にお越し頂きまして、無事にマスターク

ラスを開催することが出来ました。クラレット先生をは

じめ、コーディネートして下さったスピカ・深澤様、通

訳の鳥羽様、ご参加下さった受講者の皆様、聴講の皆様、

ボランティア・スタッフとしてお手伝い頂きました会員

の渡辺様に心より御礼申し上げます。ありがとうございま

した。

　以下、受講者のレポート、及び当日のプログラムをご

紹介いたします。

■小林　幸太郎さん（Ｓ－０６０）

　この度はクラレット先生のマスタークラスを受講させ

ていただきとても嬉しかったです。

　六本木に新しく誕生したミッドタウン内のサントリー

美術館の素敵なサロンで演奏させていただきました。

　僕はエルガーのコンツェルトを選曲しました。そして

当日は台風接近の雨天でしたが、ガラス張りの美しいサ

ロンには、強い雨が模様を描いてその時々に打ち付ける

様子にエルガーがとても似合っていると感じました。マ

スタークラスが始まり僕の演奏は緊張していて不本意で

したが、そんな時こそ自分の問題点がご指摘いただけた

と改めて気づくこともできてとても感謝しています。ク

ラレット先生の透き通る音色は僕の緊張をすぐにほぐし

て下さり素晴らしいレッスンが始まりました。

　レッスン内容としては、左手の力の方向性…自分はビ

ブラートをかける時に下向きに押していましたが、それ

を横に力を逃がして指一本一本を独立させると楽に沢山

の種類のビブラートをかける事ができる。音楽の表現と

体の使い方…大きい音を出したい時にどうしても体を丸

めて頭を下げてしまう癖がありました。しかしそれを、

1

JCS NEWS
日本チェロ協会会報 第2８号　（200８年１月31日）

ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイススススススススススススススススススススス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・クククククククククククククククククククククラララララララララララララララララララララレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッットトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生ににににににににににににににににににににによよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよルイス・クラレット先生によるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

マママママママママママママママママママママスススススススススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーマスターククククククククククククククククククククククラララララララララララララララララララララススススススススススススススススススススス開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催ラス開催
～～ササンントトリリーー美美術術館館６６階階ホホーールルににてて～～



体を広げて右腕を伸ばし、腕の重みによって発音すると

「芯のある大きい音」を出すことができました。この左

右の力を使い分けることによって「どんな曲」、「どんな

音」でも自由に出せるようになるという事を教わりました。

　そして、いつも僕の先生にご注意いただく同じご注意

が、今回大勢の皆さんの前でクラレット先生にも頂いた

事が自分の今後レッスンを受ける課題となりました。普

段、先生のお優しいお言葉に甘えていた自分も分かりま

したし、レッスンを受けられる事の喜びも改めて実感で

きました。そして自分と一緒に受講された方々のレッス

ンも聴講させて頂きまして大変勉強になりました。

　最後にこのような貴重な体験をさせて頂き、チェロ協

会や会場関係者の方々、通訳やレッスンにおいてサポー

ト下さった方々に感謝しています。ありがとうございま

した。

■山田　幹子さん（Ｓ－０３４）

　今回クラレット先生にレッスンをして頂き、一番心に

残ったことはリラックスして弾く、ということです。私

が今悩んでいるヴィブラートがうまくかけられない、高

い音になると特に音が詰まって苦しく聞こえる、という

ことにも繋がっていると感じました。

　ヴィブラートはまず左の指の押さえ方を変えることか

ら始まりました。上からプッシュするのではなく、プル

すること。腕は、歩くときにまず身体が動くように、腕

から動くこと。

レッスン中ではさすがに全てはできなかったのですが、

少しでもうまくいくと全然音色が違ったので、自分で練

習して習得しようと思いました。

　私はリゲティの無伴奏ソナタを弾いたのですが、ダイ

アログのイメージを青年と老人の会話だと思って弾いて

いたのですが、先生からこのダイアログはリゲティとそ

の時の彼女との会話だと教えて頂いたので、新しいイ

メージを持ってまたこの曲と会話していきたいと思います。

　今回のレッスンはヴィブラート、チェロの構え方など

技術的なことをほとんど注意して頂いたので、これをふ

まえて改善していきたいです。

　コンサートで演奏をお聴きして以来、ずっとクラレッ

ト先生の深くて暖かい音に憧れていまして、実際レッス

ンをして頂いたクラレット先生の人柄はやっぱり温かく

て感動しました。

　レッスンを受講できて嬉しかったです。本当にどうも

ありがとうございました。

■伊藤　七生さん（Ｓ－０７３）

　この度はルイス・クラレット先生のレッスンを受講さ

せていただきありがとうございました。本当に良い勉強

ができました。

　私はドヴォルザークの協奏曲の第三楽章を弾きました。

この曲は、とても大きな協奏曲です。ですから、レッス

ンでは主にどうやって自然に大きな音をだすか、体の重

心と体の軸を意識した右腕の動きについて教えていただ

きました。

　音をだすときには腕やからだの重さを自然に右手に伝

えることが大切です。以前の私は指先に、ひじや肩、背
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中の重さを伝えることを念頭に置き過ぎ、体の重心が肩

甲骨辺りまで上がり、肩が上がって内側に入ってしまっ

ていました。体の重さも一部そこで止まってしまい、結果、

音量に結びついていませんでした。

　そこでまず重心を下げることからレッスンは始まり、

深く息ができる位置に重心を下げるように楽器の構え方

を改めました。先生から肩を内側に入れなくても腕の長

さは足りていると指摘され、体も以前より前傾姿勢では

なくなりました。重心を下げると肩や背中が開いて重さ

がスムーズに乗るようになり、以前より音がでるように

なりました。楽器を構える角度を変えた関係で左腕の高

さや動くラインも変わったので、音程やヴィブラートの

調整に少し時間がかかりましたが、今ではとても快適です。

　もう一つ大きく勉強になった右腕の動きについてです

が、前提としてまず腕の各部分が動かせること、肩が下

がって背中が楽になっていることと、背骨の軸がぶれな

いことがあった上で、背中の中心から一つの動きで腕を

動かすことを先生に私の腕を引いていただいて習いまし

た。右手の動きが一つになると、ひじや手首の無駄な動

きが減って重さが素直に伝わるようになり、フレーズを

長く、音楽をつなげて歌いやすくなったと思います。

　レッスンでは、長い間自分の中で問題点がはっきりせ

ず、うまく取り組めないままでいた、根本的なことをピッ

クアップして教えて頂いたので、レッスン直後は一時的

にとてもびっくりしてショックを感じたのですが、本当

に今必要なことを勉強できて、良い機会になりました。

今まで習ってきた色々なことが今回のレッスンを受けて、

一本の線につながったように思います。

　クラレット先生はとても真摯で暖かい方で、優しそう

な笑顔が印象的でした。時折ジョークもまじえつつ、大

変熱心に、一つ勉強するごとに違いがわかるかどうか丁

寧に確認して下さり、楽しくレッスンが受けられました。

実際に弾いて下さったり、身振り手振りと、見たり聞い

たりで学ぶこともたくさんあり、とても充実のレッスン

でした。自分でももっと英語が話せるようになりたいな、

と強く思いました。

　最後になりますが今回このような機会を与えて下さっ

たクラレット先生、通訳の方、チェロ協会及びサントリー

関係者の方々に心から感謝しています。ありがとうござ

いました。

　２００７年１１月３日（土）文化の日に、サントリーホール・

リハーサル室にて苅田雅治先生によるチェロサロンを開

催いたしました。

　今回は｢チェロ奏法における身体の使い方｣というテー

マのもと、クリニックでは、受講者個人個人の身体に合

わせた座り方やチェロの構え方からはじまり、演奏時に

おける身体の使い方（特に右手の力の抜き方、弓の引き

方など）を丁寧に、そして先生ご自身の身体をお使いに

なったエネルギッシュなご指導を頂きました。

　後半は出席者１１中１０人の方が参加されたアンサンブル

で、５パートに分かれてフォーレの「夢の後に」を演奏

しました。
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　メロディパート以外の２～５までのパートはほとんど

が刻みとなっていましたが、その下のパートの重要性、

下のパートがメロディパートを操作しているということ、

そのコントロールしているという感覚がだんだんと楽し

くなっていき、いずれやみつきになる、というとても興

味深いお話を伺いました。

　ご参加いただいた皆様には、その曲の中でのそれぞれ

のパート同士の係わり合い方をお感じになっていただけ

たのでは、と思います。

　ご参加くださった皆様、ご協力くださった皆様に心よ

り御礼申し上げます。

　

◇日　　時　１１月３日（土）文化の日

　　　　　　１２：３０～１４：３０（１５：１０まで延長）

◇会　　場　サントリーホール・リハーサル室

◇主　　宰　苅田　雅治先生（日本チェロ協会評議委員）

◇参加人数　１２名：講師１名、会員１０名、一般１名

　　　　　　（クリニック参加者４名、アンサンブル参加

　　　　　　者１０名、聴講のみ１名）

◆　

［スケジュール］
１２：５０　小泉　喜正（R-229）

　　　　　J.S.バッハ：メヌエット第２番

１３：１０　竹内　貴博（非会員）

　　　　　サン＝サーンス：チェロ協奏曲第１番

　　　〈休　憩〉

１２：３５　竹内　幸美（R-185）

　　　　　ボッケリーニ：ソナタ第7番

１３：２５　三木隆二郎（R-001）

　　　　　ブラームス：チェロソナタ第2番　第1楽章

　　　〈休憩＆転換１０分〉

１３：５０　アンサンブル　フォーレ：夢の後に

参　加　者　の　声

　小松　健二郎さん（Ｒ－２４７）

　この春に会員登録し、初めてのサロンでいきなりアン

サンブルに出演を依頼され戸惑いましたが、たまたま曲

がつい先日上がった　フォーレの「夢のあとに」だった

ので思い切って参加させていただきました。当日は初め

ての参加者は少なく、慣れていらっしゃる方が多くて大

変緊張を強いられました。ただ　個人指導をされている

先生のご指導方法やその内容を目の前で拝見し、初めて

自分の先生以外の先生からの教えに感動していました。

まばたきも出来ないほど食い入って拝聴拝見させていた

だいた次第です。勉強になりました。

　アンサンブルは、楽譜が違うのと、自分が教わったと

きとの速さが違うので、リズム感のない私にはなかなか

思った通りには弾けませんでした。つまり間違いだらけ

の演奏でした。応用の利かなさに反省しきりです。終わっ

てから先生との懇談では、ベテランも初心者も驕ること

もなく交流されることに少し喜びを感じた次第です。さ

らに練習を重ねることへのパワーをいただきました。あ

りがとうございました。

　２００８年３月１６日、山崎伸子先生を講師にお迎えし開催

を予定しております。これまでのチェロサロンに参加さ

れている方も初めての方も、奮ってご参加ください。詳

細・申込み方法については、ホームページおよび同封の

チラシをご覧ください。皆様のお申し込みを心よりお待

ち申し上げます。

◇日　時：２００８年３月１６日（日）１１：００～１３：００予定

◇場　所：サントリーホール・リハーサル室

◇主　宰：山崎　伸子先生（日本チェロ協会評議委員）

●ＨＰレイアウト変更のお知らせ

　１月よりＨＰのレイアウトを少々変更いたしました。

今まであった「イベント情報」はなくなり、イベントが

あるときにだけお知らせを致します。皆様にわかりやす

い情報提供を目指していきますので、どうぞよろしくお

願い致します。

　また、コンサート情報や著作情報など、随時募集中で

す。お気軽にお問合せください。

編集後記

　１０月のマスタークラス、１１月のチェロサロンにご参加

いただいた皆様、どうもありがとうございました。皆様

にお目にかかれて大変嬉しく思います。

　今年度は残りわずかではございますが、あと１回の

チェロサロンの開催予定がございます。お誘いあわせの

上、是非ご参加くださいますよう、皆様のお申し込みを

お待ちしております。
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